













































The scientists of the X club and their activities for the promotion of science education 
in the British Association for the Advancement of Science（BA）
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名、主な話題、会計の記録で、その第 1 回から 8 回ま
での記録が 3 ページ強にわたって抜粋されている。 








キ ャ ー が 編 集 に 加 わ り、1869 年 の『ネ イ チ ャ ー、
Nature』誌創刊につながっている8）。
第 ２ 回会合で、W. スポティスウッドの入会を決めて

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































物学分科会で、ハクスリーが < サジタ属の観察 > など






















































































スポティスウッド ｢日光､ 海、空｣ 労働者向け講演 :5





1875 ブリストル大会 スポティスウッド ｢偏光の色｣ 夜間講演
1876 グラスゴー大会 科学機器博覧会開催
1877 プリスマ大会
1878 ダブリン大会、スポティスウッド会長 スポティスウッド RS 会長
－83年
1879 シェフィールド大会、ハクスリー副会長




1883 ハクスリー、 RS 会長－85年



























たことになる。表 1 を参照して表 ２ を見ると、その 8
年間を過ぎた時は、まだ会員の全員が現役の専門職に
ついていたのである。









































1 回 . チンダル ｢物質と力｣／ ２ 回 . ハクスリー｢一塊
の白亜｣／ 4 回 . ラバック ｢未開人｣／ 5 回 . スポティス



















理事 ２ 名と、評議員からハクスリー、チンダルの ２ 名
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X クラブ会員科学者たちと英国科学振興協会に於ける科学教育の普及のための活動
